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論　文

関東圏内における大学のキャリア教育科目の実態
─ シラバスのテキストマイニングを用いた探究的アプローチ ─

淑徳大学大学改革室　主任　荒　木　俊　博

要　　約
概要：我が国の多くの大学では正課内外問わずキャリア教育が行われている。このキャリア教育は多くの論考や事例
報告があるが、正課内においてキャリア教育科目はどのような位置づけや内容を行っているのか、横断的な分析は数
少ない。そこで本研究は関東圏内にある大学を対象とし、正課内のキャリア教育科目のシラバスを収集しテキストマ
イニングを行った。その結果として国立大学においてキャリア教育科目は進学も含めて実施していること、４年次の
キャリア教育科目はゼミの一面もあることが示唆された。

１．本研究の背景

現在、我が国の多くの大学ではキャリア教育が行わ

れている。では、どのぐらいの大学でキャリア教育が

行われているのであろうか。例えばキャリア教育実施

の実態が分かる調査として文部科学省が行った「大学

における教育内容等の改革状況について（平成29年
度）」（文部科学省　2020a）がある。この調査報告に
よると我が国の大学の学部において、2017年度正課内
でキャリア教育を実施している大学は724大学あると
している。つまり、日本の大学の97％にも及んでいる。
なお、同調査の2008年度結果からキャリア教育実施に
関する数値を確認すると「学部段階において、教育課

程内、教育課程外のいずれかでキャリア教育を実施し

ている大学は674大学（93％）、うち授業科目として実
施する大学は612大学（85％）、授業科目以外の特別講
義等として実施する大学は365大学（50％）」（文部科
学省　2010a）であり、より多くの大学でキャリア教
育が取組まれていることが確認できる。さらに令和元

年度の全国学生調査（試行版）（文部科学省　2020b）
において大学に入ってからの経験で有用だったものに

ついての設問があり、回答の中でキャリア教育は回答

者１の76％が受けている事が伺い知ることが出来る。
それでは、大学のキャリア教育はなぜ多くの大学で行

われているのだろうか。これは国の教育政策も大きく

寄与している。

１．１．我が国の教育政策とキャリア教育

我が国の教育政策の中でキャリア教育がまず取り上

げられたのは「初等中等教育と高等教育との接続の改

善について（答申）」があげられる。この答申では「学

校教育と職業生活の円滑な接続を図るため、望ましい

職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付

けさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進

路を選択する能力・態度を育てる教育（キャリア教

育）を発達段階に応じて実施する必要がある」（文部

科学省　1999）とし、キャリア教育の必要性をついて
述べている。

さらに高等教育政策においてキャリア教育に関して

言及したものとして2006年に公表された「学士課程教
育の構築に向けて（答申）」（以下「学士課程答申」）

がある。この学士課程答申では「キャリア教育を、生

涯を通じた持続的な就業力の育成を目指すものとし

て、教育課程の中に適切に位置付ける。」（文部科学省　

2006）とし「豊かな人間形成と人生設計に資するもの
であり、単に卒業時点の就職を目指すものではないこ

とに留意する。アウトソーシングに偏ることなく、教

員が参画して学生のキャリア形成支援に当たる。大学

が責任を持って関与するインターンシップと、単なる

アルバイトを区別する（後者は単位認定の対象になら

ない）。」としている。この学士課程答申で留意すべき

点は、キャリア教育は人間形成と人生設計を目的と

し、就職を目指すものではないとしている点であろ

う。このキャリア教育の定義については教育政策の文
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脈では2011年に出された「今後の学校におけるキャリ
ア教育・職業教育の在り方について（答申）」におい

て「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基

盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア

発達を促す教育」（文部科学省　2011）と定義してい
る２。

さて、キャリア教育の必要性について、高等教育の

中で契機となったのは2010年12月の文部科学省中央教
育審議会の質保証システム部会の審議経過報告におけ

る「法令上も、職業指導（キャリアガイダンス）の実

施を明確にすることにより、大学において組織的かつ

計画的な取組を推進することが重要」（文部科学省　

2010b）であろう。この報告ではキャリアガイダンス
を制度化するように提言している。この提言を受け、

2011年４月に大学設置基準が改正され、「大学は、当
該大学及び学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業

後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図

るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生補導

を通じて培うことができるよう、大学内の組織間の有

機的な連携を図り、適切な体制を整えるものとするこ

と」（文部科学省　2010c）とし、大学設置基準に第
四十二条の二３が加わっている。この改正では大学に

キャリア教育の位置付けが明示され、大学は教育課程

内（正課内）や正課外でキャリア教育が広く取り組ま

れるようになってきた。

さらに文部省は大学教育改革推進のため、現代的教

育ニーズ取組支援プログラムとして実践的総合キャリ

ア教育の推進を行い、2006年度は173件の申請中33件、
2007年度は153件の申請中30件の優れたキャリア教育
に関する取組を選定し補助金を交付することによって

キャリア教育を推進してきた経緯がある。他にも同様

の補助金として、大学生の就業力育成支援事業４を

2010年度に、産業界のニーズに対応した教育改善・充
実体制整備事業５を2012年度～2014年度に実施し、
キャリア教育推進を行ってきたのである。

１．２．キャリア教育推進の理由

キャリア教育が拡大し、進められてきた理由は大学

側と社会側の両方の理由が考えられる。まず大学側の

理由として高等教育機関への進学率が50％を超えた大
学のユニバーサル化が挙げられよう。大学のユニバー

サル化とはトロウによる高等教育発達段階の１つであ
る。ユニバーサル化における大学の特徴として「進学

がたやすくなり、学生の質も多様になる」「職業的な

訓練が教育の主目的に変わっていく」（マーチン・ト

ロウ　1976）が指摘されている。例えば国家資格取得
を主目的とした学部学科であれば専門科目も含めて

キャリア志向科目であると考えられるが、そうでない

学部学科は、大学教育と進路についての関係性は希薄

であり、大学のキャリア支援やキャリア教育が求めら

れているであろう。また社会側の理由として例えば

2003年に若者自立・挑戦戦略会議から出された「若者
自立・挑戦プラン」（若者自立・挑戦戦略会議　2003）
にこのような記述がある。

今、若者は、チャンスに恵まれていない。高い失業

率、増加する無業者、フリーター、高い離職率など、

自らの可能性を高め、それを活かす場がない。この

ような状況が続けば、若者の職業能力の蓄積がなさ

れず、中長期的な競争力・生産性の低下といった経

済基盤の崩壊はもとより、不安定就労の増大や生活

基盤の欠如による所得格差の拡大、社会保障システ

ムの脆弱化、ひいては社会不安の増大、少子化の一

層の進行等深刻な社会問題を惹起しかねない。

つまり、ユニバーサル化による学生の質の多様性と

社会における失業率の増加や不況などの理由から、社

会に人材を送り出す機能も持つ大学は、高等教育政策

や大学設置基準が後押しとなりキャリア教育を推進し

てきたのである。

２．キャリア教育における先行研究及び先行事例

大学におけるキャリア教育は既に紹介した答申や政

策文書に示すように多くの大学で取り組まれている。

このキャリア教育については、国立大学協会では大学

生のキャリア形成と大学のキャリア教育を図１のよう
に整理している。（図１）
図１で示されているように、キャリア教育といって
も正課内教育ではキャリア教育科目やキャリア志向科

目６及びインターンシップ、正課外教育ではキャリア

支援だけではなく、社会や家庭生活、アルバイトやボ

ランティアなど多岐にわたっている。
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２．１．キャリア教育の先行研究

大学で取り組まれているキャリア教育は多くの先行

研究や先行事例がある。例えば川嶋はキャリア教育の

背景や就業に必要な技能や大学で育成する能力から大

学のキャリア教育の在り方（川嶋　2011）を主張して
おり、学士課程教育の中でどのようにキャリア教育を

位置づけるか、どのように実践するかを示唆してい

る。またキャリア教育において初年次教育の重要性や

役割を主張したものや（角方、松村　2006）、初年次
教育やキャリア教育から「一般教育によって社会に接

続する戦略を立てる必要性」（絹川　2006）と論じた
ものが見られる。さらに濱名は日本における初年次教

育・キャリア教育・教養教育の関係性を整理し、初年

次教育をキャリア形成につなげるためには、「１年次
からキャリア形成までの成長と学習正課をどのように

学生たちに実感させていくかが重要」（濱名　2006）
と主張している。その主張に関連する研究として山本

は初年次教育におけるキャリア教育の例として授業内

での成功体験とその体験によって肝要されたであろう

基礎力について分類・分析したものがある（山本　

2016）。このようにキャリア教育を高等教育という枠
組みからキャリア教育そのものや初年次教育との関連

を整理分類がされるなど研究事例がいくつも報告され

ている。

またキャリア教育に関する事例を分析したものとし

て、福祉系大学のキャリアの教育の体系化として述べ

たもの（藤原　2013）や、長田他の複数の大学のキャ
リア教育の事例を調査しカリキュラム・マネジメント

の観点から教養教育とキャリア教育について論じてい

るもの（長田ほか　2018）があり、他にも個々の大学
の事例や科目レベルのキャリア教育科目について報告

したものが多く見られる。これらを分類すると例えば

①大学のキャリア教育についての事例報告、②専門科

目の位置づけとしたキャリア教育の事例報告、③個々

のキャリア教育科目の事例報告があげられる。

まず大学の全般的なキャリア教育の報告として島影

がある。これは大学のキャリア教育に関する実践事例

として流通経済大学のキャリア教育科目のあり方につ

いて紹介し「キャリア教育科目は各学年のキャリアの

課題を勘案して検討をおこない、それに沿った形で

キャリア教育科目を配置していくことが必要」（島影　

2016）とキャリア教育の正課内の扱いについて提言を
している。また石野は立命館大学の「キャリア形成科

目」について卒業時アンケートや受講者数などから、

学部学科によりキャリア教育科目の配当年次や科目が

まちまちであることなどの課題を明らかにし、教養科

目におけるキャリア教育の課題について言及してい

る。（石野　2005）他にも高松のプロジェクトベース
ドラーニング（PBL）を踏まえたもの（高松　2016）、
武庫川女子大学のキャリア支援プログラムの事例から

出典：社団法人国立大学協会　教育・学生委員会、2005

図１　大学生のキャリア形成と大学におけるキャリア教育
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大学のキャリア教育について論じたもの（福島　

2011）、学部のキャリア教育の変遷について紹介した
もの（安久ほか　2016）がある。続いて専門科目にお
けるキャリア教育の報告として安達があげられる。安

達は立命館大学法学部のキャリアについて、「法律専

門職を志望しない学生に対し、法律を学ぶ意義を進路

との関係でどのように理解させるか」（安達　2017）
を課題とし、法学部のカリキュラムから専門科目にお

いてキャリア志向科目についてカリキュラム設計や授

業構成・計画を問題意識とともに取り組みを紹介して

いる。また個別のキャリア教育科目における個別の

キャリア教育科目の事例として、成城大学のキャリア

教育科目群の「職業選択論」（勝又　2017）や、職業
教育との違いを明確にしたキャリアデザイン科目の事

例（永江ほか　2009）やキャリアデザイン科目と社会
人基礎力の伸展について分析したものがある（成松ほ

か　2015）。
このようにキャリア教育に関する先行研究は理論か

ら事例報告まで幅広く見られ、大学の設置形態や特性

に応じたキャリア教育の取組みを知る事が出来る。し

かし、どれくらいの大学がキャリア教育を行っている

かといった把握は文部科学省の調査などにあるが、大

学におけるキャリア教育、特に正課内におけるキャリ

ア教育科目の内容を大学の横断的に把握したものは殆

どなく、大学の正課内のキャリア教育科目で何が行わ

れているかは各事例をあたっていく必要がある。

３．本研究の目的と方法

本研究ではキャリア教育、特に正課内で行われてい

るキャリア教育科目においてどのような内容や到達目

標であるのか、「設置形態」別で特徴はあるか、「履修

年次」別でどのようなことを行っているかを探索的に

把握し概観する為、関東圏内（本稿では東京都、神奈

川県、千葉県、埼玉県、群馬県、栃木県、茨城県）の

大学のシラバスをテキストマイニングすることで探究

的に検討することにある。テキストマイニングとは

「膨大なテキスト（文書）情報の中から有用な情報を

掘り出す（マイニング）のことで、定型化されていな

いテキストデータを、一定のルールに従って定型化し

て整理し、データマイニングの手法を用いながら、相

関関係などの分量を行う手法」（齋藤　2011）と定義
され、大量のテキストデータから特徴を読み取るのに

優れた手法である。

このテキストマイニングを用いてシラバスを分析

し、科目の実態を把握しようと試みた先行研究もいく

つかが見受けられる。例えばキャリア教育に関するテ

キストマイニングの研究に、大学を横断したキャリア

教育の実態把握として宮田（宮田　2018）がある。宮
田は広島県、青森県、千葉県の大学のシラバスの授業

内容を取り上げ、コーディングによる授業内容の類型

化を行い、「設置形態」別や授業内容について検討を

している。しかし、宮田の研究はサンプル科目数が

155科目であり、関東圏は千葉県のみを対象としてい
ることから、関東圏にある大学の実態を示したものと

はいえない。また、小棹ほかはWEBで公開されてい
る関東を中心とする61短期大学のキャリア教育のシラ
バスを取り上げ、短期大学においてキャリア教育は何

をしているかを明らかにしている（小棹、石井　

2013）。またキャリア教育を対象とした以外の事例で
もシラバスをテキストマイニングしたものとして井田

（井田　2020）がある。井田は高等教育の中でメディ
アデザイン科目の内容の差異や方向性を検討するた

め、テキストマイニングを行い、大学のメディアデザ

インの教育内容の傾向を分析している。他にも金城は

保育者養成学科30学科を対象に保育内容の授業概要・
到達目標・授業計画を対象にテキストマイニングを行

い、授業回の差異や授業内容の語句の特徴や語句間の

関係性を明らかにした（金城　2018）。また末田の東
京近郊の私立大学を対象にコミュニケーション学の科

目をテキスト分析しコミュニケーション科目からカリ

キュラムの方向性について検討している（末田ほか　

2020）ものや修士課程のカリキュラム構造の可視化を
試みた田中（田中　2015）や地域科目を分析した（石
井　2018）がある。
このようにシラバスをテキストマイニングした先行

研究数は多くないが、語句の頻出数や語句の共起、設

定した変数からどのような特徴があるかを多変量解析

から対象の特徴をテキストマイニングで明らかにして

おり、テキストマイニングはテキストデータがあれば

研究対象を概観する上で適した方法であると言える。

３．１．対象大学

本研究ではキャリア教育の実態を探る為、文部科学

省ホームページに掲載されている大学一覧７から関東

圏（東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県・栃木県・群
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馬県・茨城県）の大学の通学課程を対象とした。なお、

大学一覧に記載されていても大学院大学及び通信制大

学は本研究からは対象外とした。（表１）
設置形態全てを合わせた対象大学数は246大学と
なっている。なお、東海大学熊本キャンパスのように

一部のキャンパスが関東圏にない場合は、該当キャン

パスにある学部の科目は対象外とした。

３．２．分析データの収集方法及び対象科目

分析データは対象大学のホームページで公開されて

いるシラバスあるいは公開されているシラバス検索シ

ステムを用いて、科目名８を「キャリア」で部分一致

検索を行い、2020年度開講科目かつ科目名に「キャリ
ア」が含まれている科目のシラバステキストデータを

収集した。なお、同一科目及び複数クラス開講であり

授業概要及び到達目標が同一の場合は１科目とし、科
目名は同一でも到達目標や授業内容が異なる場合は

別々の科目の扱いとした。またシラバスを確認した結

果、留学生向けのキャリア教育科目、心理学系統の

キャリア心理学などの科目、英語のみで記載されてい

る科目、教職課程のキャリア教育指導の科目、2020年
度未開講科目、シラバスの記載であきらかに間違いが

ある科目９や科目名のみしか記載されておらず内容が

未記載の科目、キャリア教育を学問としている学部の

科目は本研究の目的である通学課程のキャリア教育の

実態把握とテキストマイニングを日本語で行うことか

ら対象外とした。

これらを踏まえ、本研究で対象とするキャリア教育

科目があった大学は全部で170大学、対象科目は1,193

科目であった。（表２）
対象科目の内訳として、「設置形態」が国立及び公

立は大学数が少なく、特に公立は保健医療系の単科大

学がいくつかある為か、キャリア系科目が設置されて

いなかった事から対象科目数は12科目と全体と対比す
ると少ない傾向にある。

３．３．収集したシラバス項目

各大学の公開情報を用いて抽出した科目のシラバス

は、アクセス日時・大学名・設置形態を記載の上、「科

目名」「履修年次」「単位数」「授業形態」「授業概要」

「到達目標」のテキストデータを収集した。なお、大

学によりシラバスの構成や項目名が異なる為、授業概

要は「テーマ」「趣旨」、到達目標は「達成目標」「履

修目標」の記述も含めている。これらの収集したシラ

バスの概要として抽出した科目の学年及び単位数は表

３である。
履修年次は複数年次で履修できる科目もあるが、例

えば１・２年次を履修年次とする科目は１年次とする
など、どの年次から履修できるかを観点に分類を行っ

た。なお、シラバスに履修年次の記載がないものは不

表１　対象大学

設置形態 対象大学数

国立 19

公立 10

私立 217

合計 246

表２　設置別対象大学及び対象科目数

設置形態 対象科目がある大学 対象科目数

国立 15 88

公立 5 12

私立 150 1,093

合計 170 1,193

表３　対象科目の「履修年次」内訳

年次 科目数

1 215

2 278

3 187

4 22

１・２・３・４ 69

不明 422

総計 1,193

表４　対象科目の単位数内訳

単位数 科目数

0 1

0.5 1

1 291

1.5 1

2 760

4 46

不明 93

総計 1,193
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明とした。また対象科目数の単位数の内訳を表４に示
す。

表４をみると０単位科目が１つある。これはイン
ターンシップの事前指導を目的とした科目であり、シ

ラバス上では正規の科目としてシラバスが置かれてい

た為、本研究では１科目の取り扱いとしている。また
４単位の科目はインターンシップ科目や資格の受験対
策科目であった。

３．４．分析方法

本研究では井田（井田　2020）や宮田（宮田　
2018）が用いた、テキストマイニングを行う事が出来
る計量テキストツールの「KHCoder」を用いる。分
析は「科目名」「授業概要」「到達目標」についてテキ

ストマイニングを行い、それぞれ「対象学年」及び「設

置形態」を外部変数としてキャリア教育科目の特徴に

ついて分析を行う。なお分析として表５に示す通り
行った。（表５）
本分析で共起ネットワーク及び対応分析を選択した

理由として、共起ネットワークは語句の出現パターン

が似通った語を図化し共起関係を確認するものであ

り、対応分析は２つの成分により分析を行い、キャリ
ア教育科目の特徴を探る為に、特に学年及び大学の

「設置形態」でどのような特徴があるのかを検討する

為である。また共起ネットワーク分析及び対応分析を

踏まえ、キャリア教育科目において到達目標と語句の

関係性を分析するため、コーディング分析を行った。

４．分析結果

４．１．科目名の特徴と検討

抽出したデータから「科目名」をKHCoderで処理
した結果、総抽出語数は4,911、異なり語数は430で
あった。抽出された語のうち、出現回数が３回以上の
ものは表６に示す。
抽出語は「デザイン」「形成」「開発」などキャリア

支援のあり方を示す語句が頻出され、「A」「B」「C」

「D」はクラスを示している。また他の抽出語を見る
と一般的なキャリア論ではなく、科目の対象や領域を

絞った「女性」「英語」「情報」「数理」「スポーツ」「音

楽」「観光」といった語句も見られる。これについて

シラバスから文脈を確認すると女子大学、スポーツ系

学部、芸術学部など専門領域内に置かれたキャリア教

育科目であることが確認できた。また「演習」は多く

が「キャリアデザイン演習」あるいは「キャリア総合

演習」「キャリア開発演習」のように使用され、上位

頻出数で科目名が構成されている例も多くあった。な

お、「キャリア」は科目数より多い出現回数となって

いるが１つの科目名に複数の「キャリア」の語句が含
まれているものがあるためである。

次に「科目名」の抽出語をもとに共起ネットワーク

を作成する。共起ネットワーク作成においては、集計

単位を段落、語句の最小出現数を５、描画する共起関
係は上位60と設定し、強い共起関係ほど共起を示す線
を濃くしている。（図２）
図２の共起ネットワークでは結びつきが強いものと
して、「職業」と「選択」、「ケース」と「スタディ」

がある。これは職業選択やケーススタディという語句

が用いられている為である。また他にも「私法」と「中

級」、「数理」と「科学」、「公務員」と「対策」と「試

験」などがある。これは「キャリアプランニング演習

公務員試験対策」といった科目名がいくつかある為で

あろう。

続いて外部変数による「科目名」の抽出語の共起の

違いを確認する。共起ネットワーク作成は集計単位を

段落、語句の最小出現数を５、描画する共起関係は上
位60と設定し、外部変数は「設置形態」で作成した。
（図３）
公立は対象科目数が12と少ない為、語句の結びつき
が殆ど見当たらない。次に私立と国立で比較すると、

私立大学は「キャリア」や「デザイン」以外に「基礎」

「教育」「開発」を結びつきがあるが共起される語句は

多くは見られない。一方、国立はキャリア教育科目に

多様な領域やワードが共起されており、多様なキャリ

表５　本研究の分析アプローチ

頻出数 共起ネットワーク 対応分析 コーディング分析

科目名 ○ ○

授業概要 ○ ○ 〇

到達目標 ○ 〇 〇 ○
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ア教育科目の名称があることが確認できる。また「設

置形態」と同様の条件で「履修年次」を外部変数とし

て共起ネットワークを作成した。（図４）
図４の「履修年次」の共起ネットワークでは１年次
及び３年次は「キャリア」、２年次は「キャリア」「デ
ザイン」が強く共起している。また２年次及び３年次
と共起している「ビジネス」「マネジメント」「スキル」

は文脈を確認すると就職活動や社会で働く上で必要な

スキル習得を目的とする科目が配置されていることが

確認できた。また４年次は「キャリア」がゼミ名とし
て用いられているケースやインターンシップとして実

習などがついていることが特徴であると判断できる。

４．２．授業概要の特徴と検討

続いて「授業概要」について分析を行う。抽出した

シラバスデータから「授業概要」をKHCoderで処理
した結果、総抽出語数は159,084、異なり語数は5,189
であった。抽出された語のうち、出現回数が100回以
上のものは表７である。
出現回数が300回以上の頻出語に社会との繋がりと
して「社会」「就職」「企業」「職業」「将来」などが出

現し、授業内容を説明するものとして「理解」「考え

る」「必要」「能力」「知識」などが見られる。また試

験は公務員や資格試験などの対応として文脈の中に出

現していることからキャリア教育は社会との繋がりだ

けではなく、資格や就職試験対策の科目としても扱わ

表６　「科目名」の抽出語句（出現回数５回以上）

抽出語 出現
回数 抽出語 出現

回数 抽出語 出現
回数

キャリア 1,202 教養 14 展開 7
デザイン 506 英語 13 文化 7
演習 111 職業 13 ケース 6
形成 98 総合 12 検定 6
開発 64 II 11 私法 6
講座 61 ライフ 11 戦略 6
プランニング 54 ワークショップ 11 表現 6
基礎 51 環境 11 キャリアデベロップメント 5
A 50 応用 10 キャリアナビゲーション 5
B 47 対策 10 コミュニケーション 5
教育 40 中級 10 スタディ 5
ビジネス 38 ゼミナール 9 ゼミ 5
実践 32 ビジョン 9 ディベロップメント 5
入門 29 概論 9 音楽 5
研究 26 情報 9 科学 5
I 24 数理 9 学習 5
マネジメント 22 選択 9 観光 5
法 21 C 8 教職 5
特 19 サポート 8 公務員 5
発展 19 プログラム 8 国際 5
スキル 18 心理 8 仕事 5
専門 18 III 7 支援 5
女性 17 グローバル 7 実務 5
特別 16 スポーツ 7 初級 5
アップ 15 科目 7 導入 5
セミナー 15 企業 7 発達 5
実習 15 言語 7 法学部 5
社会 15 考える 7 門 5
インターンシップ 14 講義 7
プラン 14 試験 7
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図３　「科目名」と「設置形態」の共起ネットワーク

図２　「科目名」の共起ネットワーク
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れていると判断できる。

さて、頻出語の共起を確認するため、集計単位を段

落、語句の最小出現数を150、描画する共起関係は上
位60と設定し、共起ネットワークを作成した。（図５）
授業概要の共起ネットワークでは抽出語が３つ以上
くっついているものをグループに分類すると次のよう

に解釈が出来る10。

①キャリアや社会について全般的に学ぶもの

②職業や進路を選択するもの

③授業方法（グループワークやディスカッション）

④自己の将来に関する事

⑤自己理解に関する事

⑥就職活動に関する事

このことからキャリア教育科目では、自己理解や就

職活動の対策なども含めた講義内容が行われていると

授業概要から判断できる。続いて「履修年次」を外部

変数とし「授業概要」の共起ネットワークを集計単位

は段落、語句の最小出現数を150、描画する共起関係
は上位60と設定し、分析を行った。（図６）
１年次及び２年次では「キャリア」以外に「自分」

「理解」や「考える」と結びつきがあるが、３年次に

なると「企業」や「業界」「実践」など就職活動に重

点を置いた内容であると判断できる。また１年次は能
力形成や大学生活など初年次教育にも関わる語句があ

ることに対し、２年次の「基礎」は文脈を確認すると
就職活動に必要な基礎知識習得を示す使われ方が確認

できている。つまり、キャリア教育科目は１年次では
初年次教育が行われる傾向にあるが２年次から就職活
動を主軸になっていると考えられる。

次に「授業概要」の内容について「設置形態」及び

「履修年次」の特徴を見る為、抽出語を用いた対応分

析を行い、その結果を２次元の散布図に示した。この
対応分析では語句の最小出現数を150、差異が顕著な
60語を分析に使用している。この結果の累積寄与率は
100％であった。（図７）
ここでは国立大学の結果に着目する。国立大学では

「教育」「研究」が特徴的な語として挙げられる。例え

ば「研究」は企業研究・業界研究だけではなく、研究

方法や研究そのものも示しており、企業等への就職だ

けではなく、大学院まで見据えたキャリア支援教育を

行っている事が確認できた。つまり国立大学ではキャ

リア教育科目は就職指導だけではなく、大学院進学ま

図４　「科目名」と「履修年次」の共起ネットワーク
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で含めたキャリア教育を行っている事は特徴であると

判断できる。一方「私立」の右には公務員や試験など

が布置されており、キャリア教育科目では就職試験対

策や資格試験対策も行っていると判断できる。

最後に「設置形態」と同じ集計単位を段落、語句の

最小出現数を150、描画する共起関係は上位60と設定
で、外部変数を「履修年次」にして対応分析を行った。

（図８）
「履修年次」で対応分析を行った結果として累積寄

与率は74.73％であった。また図７を見ると右上は学
年が高い科目に特徴的な語が布置され、原点近くに低

学年向けの科目となっている。布置された語句を見る

と３年次や４年次では「自己」「就職」「ディスカッ
ション」などがある。特に３年次では「就職」がある

表７　「授業概要」の抽出語句（出現回数100回以上）

抽出語 出現
回数

抽出語 出現
回数

抽出語 出現
回数

キャリア 1,554 学習 255 講師 141
社会 1,213 コミュニケーション 247 講座 134
授業 944 知る 247 参加 134
自分 894 研究 245 生き方 131
理解 707 目標 242 分析 131
就職 664 目指す 237 履修 130
考える 640 自ら 235 関連 129
講義 590 求める 231 考え方 127
企業 577 深める 227 インターンシップ 125
学ぶ 574 経験 215 技術 125
行う 558 業界 213 時代 123
活動 536 内容 211 実施 121
必要 499 問題 209 多様 121
学生 473 課題 204 対策 121
デザイン 463 教育 202 体験 118
自己 445 卒業 200 教員 117
知識 439 人 194 個人 117
能力 435 選択 193 高める 115
大学 426 ビジネス 191 習得 115
職業 391 進路 191 経済 113
基礎 381 スキル 188 意識 112
働く 371 演習 179 活躍 111
将来 367 情報 172 養う 111
生活 348 専門 171 採用 110
身 334 分野 169 変化 110
形成 332 準備 168 経営 109
実践 306 テーマ 158 人材 107
試験 301 公務員 156 次 106
科目 286 様々 155 中心 106
仕事 286 向ける 154 主体 105
目的 286 受講 154 環境 104
ワーク 281 基本 153 実現 104
力 279 ディスカッション 150 面接 103
自身 276 重要 150 解決 102
人生 268 作成 148 持つ 101
具体 266 方法 147 発表 101
グループ 264 行動 146 育成 100
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図５　「授業概要」の共起ネットワーク

図６　「授業概要」と学年次の共起ネットワーク
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図７　「授業概要」と「設置形態」の対応分析

図８　「授業概要」と「履修年次」の対応分析
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ため就職活動、４年次では「研究」があり、社会に向
けての自己分析や就職対策など実質的な内容を行って

いることが特徴であると判断できる。また全学年を対

象としたものとして「生活」があるが、「大学（学生）

生活」「社会人生活」で用いられており、大学での過

ごし方などの文脈でも用いられている。また下の「問

題」「様々」「試験」「公務員」は就職試験・資格試験・

公務員試験などを示していることが分かる。また１年
次は「人生」「大学」「生活」が特徴的な語として置か

れており、キャリア教育科目が就職支援だけではなく

大学生活や就職だけではないキャリアを取り扱ってい

ると判断できる。

４．３．到達目標の特徴と検討

最後に「到達目標」について分析を行う。抽出した

データから科目名をKHCoderで処理した結果、総抽出
語数は88,233、異なり語数は3,324であった。抽出され
た語のうち、出現回数が60回以上のものは表８となる。
到達目標であるため、「キャリア」より「理解」が

多く使われている。また到達目標では自己と社会を示

す言葉が多く、キャリア教育科目の目的として自らと

社会との接続が多いと考えられる。

次に到達目標と「履修年次」を外部変数とし集計単

位を段落、語句の最小出現数を60、描画する共起関係
は上位60と設定し、共起ネットワーク分析を行った。
（図９）
１年次は「社会」「理解」、３年次は「就職」「活動」

「身」が強く関連付けられていることが共起ネット

ワーク図から読み取れる。３年次に強く共起している
「身」は「身につける」で多く使われ、就職活動に必

要な知識・スキル・態度を身につける事を到達目標と

しているものを示している。

また４年次は「課題」や「実践」と結びついている
が、１年次～３年次と関連がある語句とは独立してお
り、到達目標で見ると１～３年次と４年次で性質が異
なる。

続いて、到達目標における「設置形態」及び「履修

年次」の特徴を見る為、抽出語を用いた対応分析を行

い、その結果を２次元の散布図に示した。まず「設置
形態」別では語句の最小出現数を60、差異が顕著な60
語を分析に使用した。この結果の累積寄与率は100％
であった。（図10）
授業概要の「設置形態」を外部変数とした対応分析

結果と同様にここでは国立大学近くに布置されている

「イメージ」が特徴ある語として挙げられる。文脈で

は自己やキャリア形成などをイメージできるというよ

うに使われており、国立大学ではキャリアについて学

生個々が主観的な形象を抱かせることを目的とした

キャリア教育科目が特徴であることが示された。

さらに到達目標と外部変数を「履修年次」として、

語句の最小出現数を60、差異が顕著な60語を設定し対
応分析を行った。（図11）
全学年履修年次とした科目で近しい語句は「知る」

「説明」するであるが、どちらかというと到達目標と

しては特徴がないといえるだろう。各学年から特徴あ

る語を見ると１年次は「意味」「習得」「課題」「基礎」、
２年次は「自己」「理解」「専門」３年は「試験」「就職」
「マナー」「業界」「活動」「選択」であり、初年次教育

として基礎的な力を身につけるキャリア教育から自己

理解、そして就職活動へとキャリア教育科目として行

われていることが到達目標から確認できる。４年は対
応が「特徴」としてあげられるが、文脈を確認すると

ディプロマポリシーとの対応について言及されている

ものであろう。

到達目標については頻出語、共起ネットワーク及び

対応分析を用いて関東県内にある大学のキャリア教育

科目について特徴を見てきた。続いて、「設置形態」

及び「履修年次」において到達目標そのものがどのよ

うな特徴があるかをコーディングによる分析で1,193
の到達目標について相対的に特徴を探る。まず今まで

の分析、さらにシラバスを参照し、抽出語句から８つ
のコードを作成した。（表９）
このコードを用いて、「履修年次」「設置形態」別で

各到達目標でどのような特徴があるかを検討した。ま

ずは本コードが内包されている単純集計の結果として

表10となる。
単純集計の結果としてキャリア教育科目は「能力・

知識・態度」に関する到達目標が最も多く、続いて

「就職支援」や「社会理解」であった。また「目標・

キャリアデザイン」、「資格取得支援」「キャリア理解」

は割合が低いであった。またこれらのコードについ

て、コード間の強弱を測定し０から１で出される類似
性測定値を算出した。この測定値強弱は「同じ文書中

に表現することが多いコードほど関連が強いと測定」

（樋口　2020）されるものである。（表11）
類似性測定値の結果として、全てが0.14以下であり、
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それぞれのコード間の関係性は殆どないか、かなり弱

いと解釈できる。特に資格取得支援に0.000が複数見
られるが、これは対象科目数が11であるためと解釈で
きる。

最後にコーディングと「履修年次」及び「設置形態」

がどのように特徴あるかを確認する。まずはコーディ

ング結果を「設置形態」及び「履修年次」で類型化し

クロス集計を行った。（表12・表13）
表12は外部変数を「設置形態」でクロス集計を行っ
た結果であり、有意差があったものは「就職支援」

「キャリア理解」である。「就職支援」は私立が高いが、

国立は就職支援ではなく「能力・知識・態度」の割合

が高い。公立大学については、科目数は少ないがキャ

リア理解が最も多く、次に「社会理解」「能力・知識・

表８　「到達目標」の抽出語句（出現回数60回以上）

抽出語 出現 
回数 抽出語 出現 

回数 抽出語 出現 
回数

理解 889 深める 156 人生 83
キャリア 817 具体 148 実現 82
社会 802 実践 148 意見 81
自分 679 仕事 140 対応 81
目標 493 ビジネス 134 卒業 80
身 448 科目 134 伝える 77
能力 397 向ける 132 主体 76
自己 387 教育 128 明確 75
考える 367 求める 125 今後 73
必要 361 他者 121 日本 73
知識 345 持つ 120 活用 72
就職 311 計画 119 態度 72
企業 304 情報 117 プラン 71
活動 303 解決 116 マナー 71
学ぶ 280 基本 113 関連 68
基礎 262 分析 113 立てる 68
自身 259 講義 112 興味 67
将来 254 学習 111 得る 67
大学 239 付ける 111 内容 67
力 231 専門 110 養う 67
生活 225 グループ 109 価値 66
学生 223 研究 108 様々 66
働く 213 進路 106 向上 65
形成 211 習得 105 修得 65
職業 211 到達 105 達成 64
課題 208 目的 105 意義 63
授業 205 目指す 103 環境 63
自ら 204 ワーク 101 考え 63
デザイン 203 業界 101 思考 63
知る 176 意識 98 プレゼンテーション 62
スキル 175 作成 97 受講 62
行動 174 選択 94 イメージ 61
コミュニケーション 172 多様 91 意味 61
表現 167 方法 90 評価 61
問題 166 高める 89 準備 60
説明 161 試験 89
行う 160 分野 89
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図10　「到達目標」と「設置形態」の対応分析

図９　「到達目標」と「履修年次」の共起ネットワーク
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表９　到達目標コード一覧

自己理解 自己理解、自分自身、将来像、強み、個性、強み、特性、価値観、適性、自己内省、自己診断

社会理解 社会理解、社会情勢、現代社会、社会と雇用、社会課題、社会保障、社会生活、社会の関係、
社会状況、社会的意義、社会変容、雇用環境、経済、産業、経営、社会的責任、社会組織、政策、
業界

目標・キャリアプラン キャリアプラン、キャリア・プランニング、ロードマップ、将来設計、ライフプラン、アクショ
ンプラン、自己キャリア、ライフストーリー、キャリアビジョン、プラン、行動計画、人生設計、
キャリアデザイン、将来計画、行動プラン

能力・知識・態度 プレゼン、数理、問題発見、問題解決、リーダーシップ、言語、文章作成、就業力、教養、エ
ンプロイアビリティ、社会人基礎力、社会適応力、ジェネリックスキル、日本語、スキル、基
礎知識、専門知識、基礎学力、コミュニケーション、プレゼンテーション、能力、読解、情報
処理、語彙、自己効力感、自己表現力、適応力、ソーシャルスキル、情報収集力、協調性、ク
リティカルシンキング、ロジカルシンキング、情報リテラシー、基本操作法

仕事理解 社会人、マナー、就労観、働き方、職業観、ビジネス、労働者、ワークスタイル、勤労観、労
働環境、ビジネスマナー、ビジネスパーソン

就職支援 就職、応募、自己PR、自己分析、ブランド、自己評価、自己アピール、志望理由、試験、面接、
選考、企業研究、企業分析、業界研究、企業評価、企業比較、社会人訪問、エントリーシート、
インターンシップ、時事問題、SPI、志望動機、公務員試験、進路選択、業界分析、数的推理、
判断推理

資格取得支援 MOS、TOEIC、宅建士、ITパスポート、ニュース検定、販売士検定、ビジネス実務マナー検定、
法学検定、行政書士、CSWA認定

キャリア理解 キャリアデザイン、人生、キャリア理論、キャリア論

図11　「到達目標」と「履修年次」の対応分析



83

淑徳大学高等教育研究開発センター年報　第７号　2020

関東圏内における大学のキャリア教育科目の実態

態度」であり、キャリア教育科目は就職支援を主とし

ていない事がうかがえる。次に表13に示した「履修年
次」を外部変数とした結果では「自己理解」「就職支

援」「資格取得支援」に有意差が見られた。「自己理解」

はどの学年も一定の割合で取り組まれており「就職支

援」は２年次及び３年次だけではなく、１年次でも就
職支援についても行っていることが示唆された。「履

修年次」に見ると就職支援の割合は学年が上がるにつ

れて割合が高くなるが、「社会理解」は２年次及び３
年次が高く、他の年次は低くなる傾向にある。

５．考察及び今後の課題

本研究では関東圏内にある大学のキャリア教育科目

において何が行われているかを探究的に分析するた

め、キャリア教育科目のシラバスを収集し、シラバス

の「科目名」「授業概要」「到達目標」についてテキス

トマイニングを行った。

キャリア教育科目の「科目名」の分析は、キャリア

という視点も踏まえ、「女性」「英語」など多様な範囲

の学びがキャリア教育科目の名称がついているものが

あった。ただ、多様なキャリア教育科目名については

「設置形態」別で見ると国立が多かった。また国立は

「キャリア」と「ゼミナール」などキャリア教育を幅

広く捉えて科目を設置していることが示された。さら

に科目名について「履修年次」で分析すると４年次に
関連する語句が多く、キャリア教育科目の科目名は国

立大学や４年次は幅広い内容が行われていると判断で
きる。

「履修年次」についての分析からは「授業概要」に

ついてテキストマイニングを行うと１年次は初年次教
育がキャリア教育科目で行われ、２年次から就職活動
に関する内容が行われている。「科目名」の分析から

も明らかになったように４年次では「研究」や「専門」
をキーワードとした授業内容が「授業概要」分析でも

明らかになった。またキャリア教育科目の到達目標と

して、１～３年次は能力・知識等を身に付けるものが
多いが、４年次は身に付けることより、課題解決や実
践など、社会との接続をより強めた記述が多い傾向に

ある。しかし、コーディング分析によると自己理解な

どは「履修年次」に限らず行われていることも示され

ている。

「設置形態」別では「授業概要」の分析から、公立

大学はキャリア教育の対象科目数が全体と比較して相

対的に少ないこともあり特徴はあまり出なかった。そ

して私立大学では多様な語句が布置されていることか

表11　コーディング間の類似性測定値一覧

自己理解 社会理解 目標・キャ
リアプラン

能力・知
識・態度

仕事理解 就職支援 資格取得支援 キャリア理解

自己理解 1.000 0.075 0.088 0.096 0.055 0.082 0.000 0.019

社会理解 1.000 0.059 0.125 0.097 0.133 0.016 0.043

目標・キャリアプラン 1.000 0.034 0.012 0.042 0.000 0.082

能力・知識・態度 1.000 0.113 0.209 0.018 0.039

仕事理解 1.000 0.137 0.024 0.034

就職支援 1.000 0.017 0.035

資格取得支援 1.000 0.000

キャリア理解 1.000

表10　コーディング結果単純集計

コード名 頻度 割合

自己理解 94 7.88％

社会理解 178 14.92％

目標・キャリアプラン 54 4.53％

能力・知識・態度 497 41.66％

仕事理解 116 9.72％

就職支援 290 24.31％

資格取得支援 11 0.92％

キャリア理解 65 5.45％

コードなし 373 31.27％
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ら多様なキャリア教育が行われているが、国立大学で

はキャリア教育の特徴として２点が挙げられる。１点
目は企業等への就職だけではなく進学も見据えたキャ

リア教育を行われている。またキャリア教育で具体的

に就職を目的とした目標ではなく自己やキャリア形成

を考えさせるものを行っている。学士課程答申では

キャリア教育は就職そのものを目的ではないと明示し

ているが、本分析では国立大学では学士課程答申に

沿ったキャリア教育科目である事に対し、私立大学で

は就職を目的としたキャリア教育科目であり、多くの

キャリア教育科目では人間形成等も踏まえた構成が必

要であろう。

最後に今後さらに研究を進めるための課題を以下に

について３点示す。
第１に、私立大学は多様なキャリア教育を行ってい
る事が分析から明らかになったが、どのような大学が

どのようなキャリア教育を行っているのかを外部変数

を別に設定し細かく分析が必要である。合わせて、本

研究では関東圏内に位置する大学のみを対象としてい

るため、我が国のキャリア教育科目の実態を探るため

に対象大学を全国規模にすることも必要であろう。ま

た公立大学は関東圏内を対象としただけでは対象科目

数が少ない為、全国規模でデータを収集する必要があ

ろう。

第２に、今回のテキストマイニングでは「授業概要」
や「到達目標」を分析したが、授業内容や授業形態な

表12　コーディングによる「設置形態」別結果

自己理解 社会理解 目標・キャ
リアプラン

能 力・ 知
識・態度

仕事理解 就職支援 資格取得
支援

キャリア
理解

科目数

公立 １
（8.33％）

２
（16.67％）

０
（0.00％）

２
（16.67％）

０
（0.00％）

１
（8.33％）

０
（0.00％）

３
（25.00％）

12

国立 ３
（3.41％）

８
（9.09％）

０
（0.00％）

38 
（43.18％）

７
（7.95％）

７
（7.95％）

０
（0.00％）

３
（3.41％）

88

私立 90
（8.23％）

168
（15.37％）

54
（4.94％）

457
（41.81％）

109
（9.97％）

282
（25.80％）

11
（1.01％）

59
（5.40％）

1,093

合計 94
（7.88％）

178
（14.92％）

54
（4.53％）

497
（41.66％）

116
（9.72％）

290
（24.31％）

11
（0.92％）

65
（5.45％）

1,193

カイ２
乗値

2.616 2.559 5.175 3.178 1.683 15.778＊＊ 1.016 9.620＊＊

度数及び割合　　＊＊＜ .01　＊＜ .05

表13　コーディングによる「履修年次」別結果

自己理解 社会理解 目標・キャ
リアプラン

能力・知識・
態度

仕事理解 就職支援 資格取得支
援

キャリア理
解

科目数

1 20
（7.12％）

27
（9.61％）

９
（3.20％）

121
（43.06％）

26
（9.25％）

41
（14.59％）

３
（1.07％）

17
（6.05％）

281

2 20
（7.19％）

39
（14.03％）

15
（5.40％）

108
（38.85％）

26
（9.35％）

73
（26.26％）

０
（0.00％）

16
（5.76％）

278

3 21
（11.23％）

33
（17.65％）

６
（3.21％）

76
（40.64％）

17
（9.09％）

85
（45.45％）

１
（0.53％）

６
（3.21％）

187

4 １
（4.55％）

２
（9.09％）

２
（9.09％）

12
（54.55％）

１
（4.55％）

４
（18.18％）

２
（9.09％）

１
（4.55％）

22

１・２・
３・４

２
（66.67％）

１
（33.33％）

０
（0.00％）

１
（33.33％）

０
（0.00％）

０
（0.00％）

０
（0.00％）

０
（0.00％）

3

不明 30
（7.11％）

76
（18.01％）

22
（5.21％）

179
（42.42％）

46
（10.90％）

87
（20.62％）

５
（1.18％）

25
（5.92％）

422

合計 94
（7.88％）

178
（14.92％）

54
（4.53％）

497
（41.66％）

116
（9.72％）

290
（24.31％）

11
（0.92％）

65
（5.45％）

1,193

カイ２
乗値

18.262＊＊ 12.078* 4.04 2.898 1.861 64.982＊＊ 19.376＊＊ 2.462

度数及び割合　　＊＊＜ .01　＊＜ .05
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ど授業がどのように行われているかもキャリア教育の

実態を探る上で必要であると考える。

第３に、国立大学協会の報告書にもあるようにキャ
リア教育は正課内及び正課外で行われ、正課内はキャ

リア教育科目及びキャリア志向科目がある（社団法人

国立大学協会教育・学生委員会　2005）ことから、今
回の分析は大学のキャリア教育の実態把握はキャリア

教育科目のみであり部分的でしかない。全体像を探る

にはさらにカリキュラムからキャリア志向科目を抽出

し、それらも分析する必要がある。

注
１　本調査の対象は試行実施に参加意向のあった515大学に
在籍する学部３年生（標準修業年限が５年又は６年の学
部は４年生）である。

２　答申ではキャリア教育と職業教育を明確に定義してお
り、職業教育は「一定又は特定の職業に従事するために
必要な知識、技能、能力や態度を育てる教育」（文部科
学省　2011）としている。

３　大学設置基準第四十二条の二「大学は、当該大学及び学
部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質を
向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能
力を、教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことが
できるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適
切な体制を整えるものとする。」

４　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/shugyou/ 
1292891.htm

５　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sangyou/
６　国立大学協会ではキャリアや職業そのものを対象とした
キャリア教育科目（独自科目）と、専門教育などでキャ
リア学習を包括しているものをキャリア志向があるとし
ている。

７　国立大学https://www.mext.go.jp/b_menu/link/daigaku1.htm、
公立大学https://www.mext.go.jp/b_menu/link/daigaku2.htm、
私立大学https://www.mext.go.jp/b_menu/link/daigaku4.htm　
いずれの参照日時は2020年８月５日時点。

８　科目名で検索できない場合は、シラバスのキーワード検
索から「キャリア」がついている科目名を抽出した。

９　例えば、単位数が「99単位」とあった大学の該当科目は
対象外とした。

10　図５の数字はKHcoderで作成した図に著者が加えたもの
である。
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